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１．雌阿寒岳（観測点）
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１．雌阿寒岳
（雌阿寒温泉と中マチネシリ）

噴気高度は気象庁データ

中マチネシリ火口
・噴気高度の上昇
・HCl濃度の上昇
・同位体比の上昇
・熱水湧出域の拡大

中マチネシリの活動と同期して
雌阿寒温泉の温度・Cl濃度が上昇
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１．雌阿寒岳（湯の滝・オンネトーとポンマチネシリ）

● 96-1火口
● 赤沼火口

湯の滝 オンネトー

破線は水蒸気噴火
地震回数と噴気高度は
気象庁データ

噴気活動↑



２．十勝岳（観測点）



２．十勝岳（温泉の温度・成分の変化）

破線は噴火

● 吹上温泉

● ベンガラ温泉

● 白銀荘泉源

〇 翁温泉



２．十勝岳（噴気の変化）

■噴気温度：低下傾向↓

■噴気成分：
・H2O割合の増加↑
・SO2/H2Sの低下↓

■噴気の同位体比：
低下傾向↓

破線は噴火

● 大正火口
〇 振子沢噴気孔群



２．十勝岳（噴気の酸素・水素同位体比）

100℃で気化



３．樽前山（噴気・温泉の変化）
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４．倶多楽（温泉の変化）

2008年以前は安孫子（2008）のデータ
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〇 1号甲泉
〇 1号乙泉
〇 5号泉
● 24号泉

● 大湯沼
● 奥の湯
● 大正地獄



５．有珠山（地下水位）
Shibata & Akita (2001)

●

洞爺10号

洞爺湖水

洞爺10号

洞
爺

湖
水

洞
爺

1
0
号



KH-1
●

I火口
●

噴気温度
I火口：約400℃
他の噴気域：約100℃

●

銀沼火口

外輪山
●

小有珠下●

外輪山●

５．有珠山（噴気の同位体比）

島弧マグマ水

● I火口
● 銀沼火口
● 小有珠下噴気
● 外輪山噴気（南西）
● 外輪山噴気（北屏風山下）
× 洞爺湖温泉
● KH-1



6．北海道駒ヶ岳
（温泉の変化）

●トドメキ温泉

●留の湯

●駒の湯

破線は水蒸気噴火


